
　

世
界
人
口
の
半
分
以
上
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、

風
土
、宗
教
、文
化
、さ
ら
に
は
経
済
発
展
の
段
階
が
大
き

く
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、こ
れ
ま
で
日
本
、Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
、

ア
セ
ア
ン
、中
国
、イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
と
続
き
、「
雁
行
型
の

経
済
発
展
」（
異
な
る
発
展
水
準
の
国
々
が
段
階
的
に
追
い

上
げ
て
い
く
こ
と
）
に
よ
っ
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

こ
の
「
雁
行
型
の
経
済
発
展
」
を
各
国
ご
と
に
そ
の
経

過
を
捉
え
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
七
〇
年
代
以
降
に
お
け

る
韓
国
の
工
業
化
の
展
開
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ハ

イ
テ
ク
産
業
の
成
長
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
等
に
お
け
る
電
子
・
電
機
産
業
の
育
成
、
中
国
の
東

南
沿
海
地
域
で
の
輸
出
加
工
基
地
の
形
成
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
集
中
的
な
要
素
投

入
等
に
よ
る
工
業
化
優

先
路
線
が
功
を
奏
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
背
後
に
は
、
地
域

間
、
農
工
間
、
階
層
間

の
格
差
の
拡
大
と
農
業
資
源
（
土
地
、
労
働
力
等
）
の
賦

存
状
況
の
弱
体
化
、
更
に
は
農
業
近
代
化
の
遅
延
等
の
問

題
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、「
農
業
不
在
の
成
長
」
が
特
徴
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
農
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
に
、
各
国
は
戦
後

ま
も
な
い
頃
か
ら
農
業
改
革
を
実
施
し
、
農
業
問
題
へ
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
小
作
法

（
四
七
年
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
水
田
法
（
五
八
年
）、
ビ
ル
マ

の
土
地
国
有
化
条
例
（
四
八
年
）、
タ
イ
の
土
地
計
画
法

（
六
〇
年
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
業
基
本
法
（
六
〇
年
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
土
地
改
革
法
（
五
五
年
）、
マ
レ
ー
シ
ア
の

小
作
統
制
法
（
五
五
年
）、
中
国
の
農
業
合
作
運
動
（
五
〇

年
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
努
力
に
も

拘
わ
ら
ず
、
工
業
化
優
先
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
農
業
発

展
の
技
術
、
資
本
、
経
営
的
条
件
が
乏
し
く
な
り
、
農
業

の
近
代
化
は
結
局
大
幅
に
遅
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
間
で
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

七
〇
年
代
以
降
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
収
量
食
糧
作
物

品
種
の
急
速
な
普
及
、
つ
ま
り
「
緑
の
革
命
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
技
術
革
新
は
各
国
の
農
業
構
造
が
遅
れ

て
い
る
ま
ま
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
食
糧
供

給
の
一
時
的
増
大
に
は
貢
献
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
人
口

増
加
に
よ
り
そ
の「
勝
利
」は
短
期
的
な
も
の
に
留
ま
り
、農

業
の
全
面
的
発
展
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、
ア

ジ
ア
農
業
の
発
展
は
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委

ね
る
手
法
や
単
発
的
な

技
術
導
入
だ
け
で
は
、

必
ず
し
も
有
効
と
は
言

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
農
業
の
現
状
に
基
づ
き
、
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
、
各
国
で
は
「
貧
困
の
撲
滅
」、「
格
差
の

是
正
」、「
食
糧
の
安
定
供
給
」
と
い
う
農
業
の
持
つ
本
来

の
使
命
を
出
発
点
に
、
国
内
農
業
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
農
業
自
立
政
策
、
ベ
ト
ナ

ム
の
農
業
近
代
化
改
革
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
総
合
農
地
改
革

政
策
、
中
国
の
農
業
産
業
化
政
策
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
農
業
の
自
立
化
、
多
角
化
、
専
門
化
に
よ
る
「
持

続
可
能
な
発
展
」
を
目
指
し
た
も
の
で
、
農
業
の
内
発
的

な
発
展
の
方
向
が
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
、こ
の
ア
ジ
ア
農
業
の
新
し
い
展
開
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。

（
研
究
員　
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政
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